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高松松平家伝来雛道具より、黒棚・厨子棚・書棚・貝桶
　江戸～明治時代

香川県立ミュージアム蔵
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常設展「雛人形と道具たち」で、令和 7年 2月 4日（火）～ 4月13日（日）まで展示。

香川県立ミュージアム　専門学芸員　鹿間里奈

˔キラリとひかる企業探訪

巴ライジング株式会社
˔賃上げと投資が牽引する成長型経済へ

四国経済産業局長 小　山　和　久

˔学び続ける人を創る時代
香川大学副学長　医学博士　　　　　　　　

剣道範士 8 段　山　神　眞　一
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視点

キラリとひかる企業探訪

寄稿

経営情報

アンケート調査

アンケート調査

My Health

労務 Q&A

最近の内外経済

香川の経済

❶ 賃上げと投資が牽引する成長型経済へ
四国経済産業局長　小　山　和　久

❷ 長年の経験で鍛えた「現場力」に新社長の想いを乗せて成
長し続ける会社をつくる

巴ライジング株式会社

❽ 学び続ける人を創る時代
香川大学副学長　医学博士　剣道範士 8 段　山　神　眞　一

� リスク管理から安心を作っていきましょう！（小さな会社の内部監査）
中小企業診断士、CIA（公認内部監査人）、CFP®（日本 FP 協会）

　宇　野　顕　吉

� 県内企業の女性活躍推進への取り組み状況
一般財団法人百十四経済研究所調査部　山　口　良　三

� 香川県内民間企業の2024年冬季ボーナス支給に関するアンケート調査結果
一般財団法人百十四経済研究所調査部　山　口　良　三

� 心機一転
国立病院機構高松医療センター　名誉院長 　　　　　　　　　　　

香川大学・愛媛大学　客員教授　水　重　克　文

� これからの経営に活かす 攻めの労務管理
社会保険労務士　佐　藤　秀　樹

� 催し物のお知らせ

� 景気は、一部に足踏みが残るものの、緩やかに回復している

� 緩やかに持ち直している

� 経済指標

� 経済日誌

� 広告

� 四国霊場休日へんろ Vol.7　第七番 十楽寺

男木島（水仙）
（写真提供：公益社団法人香川県観光協会）
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治眼疾目救歳地蔵鐘楼門

第七番

十 楽 寺 寺名
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真言宗単立

阿弥陀如来

空海

大同年間（806～810年）

おん あみりた ていせい からうん竜宮城のような門から十楽の世界へ
　竜宮城を思わせる中国風の鐘楼門が目印の十楽寺。
　寺伝によると、大同年間（806～810年）、修行中の空
海が、現在地より約 3キロ北方の堂ケ原という地で阿弥
陀如来を感得し、その像を楠

くすのき

に刻んで本尊としたのが
寺の始まりといいます。その際空海は、人々が八苦（生
苦・老苦・病苦・死苦・愛
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）を乗り越え、光明と十楽（阿弥陀如来の
慈悲により極楽浄土で味わえる10種の喜び）を得られる
ようにと「光明山・十楽寺」の名を授けたといわれます。
　創建時は広大な七堂伽藍を誇っていましたが、天正10
（1582）年、長宗我部氏による兵火ですべての堂塔を焼
失。幸い、本尊は当時の住職が背負って運び出し、寛永
12（1635）年に現在の土成町で再建されました。本堂は
平成 6年に改築されたものです。
　本堂左前にある治

ち

眼
がん

疾
しつ

目
もく

救
きゅう

歳
さい

地蔵は、古くから眼病平
癒のお地蔵さんとして知られ、参拝者が絶えません。ま
た、中門の 2階には愛染明王が祀られており、東の入口
から入ると縁結び、西の入口から入ると縁切りのご加護
をいただけるそう。お参りの際には入口をお間違えなく。

住所：徳島県阿波市
土成町高尾法教田58
アクセス：公共交通
／ JR高徳線板野駅
→徳島バス鍛冶屋原
線・東原下車→徒歩
約1．7km
車／徳島自動車道土
成 ICから約2．5km

わたしの推しポイント
十楽寺併設の「光明会館」は、お遍路さん
や観光客のための宿坊ですが、「ビジネス
ホテル」としての機能を備えています。ひ
とり静かに休みたい夜には最適な選択かも
しれません。光明会館 1 階の納経所ではイ
ラスト付き納経やハーバリウムご祈願ペン
ダントも販売中。納経受付時間が季節毎に
変わりますので気をつけましょう。（百十四
経済研究所 地域振興部長 村尾耕太）

協力：（一社）四国八十八ヶ所霊場会

Vol.7




